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地
域
経
済
の
確
立
へ
向
け
て
横
浜
の
都
市
づ
く
り
へ
の
視
点
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は
じ
め
に

　
過
去
十
数
年
間
に
わ
た
っ
た
高
度
成
長
の
時

代
は
、
四
十
八
年
秋
の
石
油
危
機
を
契
機
に
幕

を
と
じ
、
低
成
長
時
代
へ
突
入
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
九
万
人
前
後
の
全
国
一

の
人
口
増
加
数
を
記
録
し
た
横
浜
市
の
人
口
急

増
現
象
も
こ
こ
数
年
来
沈
静
化
し
、
社
会
増
か

ら
自
然
増
へ
と
そ
の
基
調
を
変
え
つ
っ
あ
る
。

　
東
京
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
横
浜
市
は
こ

の
間
急
速
な
都
市
化
を
せ
ま
ら
れ
、
都
市
問
題

の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
が
先
鋭
に
現
わ
れ
、
横
浜

市
は
自
治
体
の
総
力
を
あ
げ
て
、
こ
れ
と
戦
っ

て
き
た
。

　
よ
う
や
く
こ
の
激
し
い
都
市
化
の
波
も
落
着

き
を
み
せ
て
い
る
も
の
の
、
高
度
成
長
期
に
亀

た
ら
さ
れ
た
ひ
づ
み
は
大
き
く
、
引
き
続
き

『
横
浜
市
総
合
計
画
・
一
九
八
五
』
で
提
起
さ

れ
た
都
市
問
題
の
解
決
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
の
小
論
で
わ
れ
わ
れ
は
巨
大
な
都
市
圏
と

な
っ
て
広
が
っ
た
首
都
圏
の
中
で
、
こ
れ
か
ら

予
想
さ
れ
る
低
成
長
時
代
に
お
け
る
横
浜
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
。

二

　
本
市
の
人
口
動
向
は
、
巨
大
都
市
東
京
の
影

響
を
う
け
、
急
増
に
つ
ぐ
急
増
を
重
ね
、
昭
和

五
十
一
年
に
は
三
十
五
年
時
の
ち
ょ
う
ど
二
倍

の
二
六
〇
万
人
と
い
う
大
都
市
に
成
長
す
る
に

至
っ
た
（
表
―
１
）
。
し
か
し
、
四
十
五
年
を

中
心
に
一
〇
万
人
も
の
増
加
を
記
録
し
た
こ
の

人
口
急
増
現
象
も
、
最
近
よ
う
や
く
鈍
化
の
傾

向
に
入
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
そ
れ
ま
で
こ

の
急
増
を
も
た
ら
し
て
き
た
社
会
増
の
落
ち
こ

み
が
著
し
い
。
こ
の
要
因
を
転
入
地
域
別
に
み

る
と
（
図
―
１
）
、
毎
年
三
万
人
前
後
を
受
入

れ
て
き
た
、
東
京
都
や
神
奈
川
県
以
外
の
道
府

県
か
ら
の
流
入
超
過
人
口
が
激
減
し
て
き
た
こ

と
、
ま
た
、
神
奈
川
県
下
へ
の
流
人
超
過
か
ら

流
出
超
過
へ
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
注

は
じ
め
に

人
口
と
産
業
構
造
の
動
向

地
域
経
済
の
確
立
へ
向
け
て

目
さ
れ
る
。

　
一
方
、
自
然
増
の
動
向
は
、
二
〇
代
を
中
心

と
し
た
若
年
層
の
流
入
が
著
し
か
っ
た
た
め
、

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
影
響
を
強
く
う
け
、

毎
年
三
～
四
万
人
の
増
加
を
続
け
て
き
た
が
、

四
十
七
年
の
四
万
四
千
人
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
れ

以
降
減
少
傾
向
に
転
じ
て
き
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
五
十
年
に
お
け
る
五
歳
階
級
別
人

口
構
成
を
み
て
み
よ
う
（
図
ｌ
２
）
。
三
十
五

年
時
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
二
〇
～
三
〇
代
の

青
年
層
と
こ
の
間
に
横
浜
で
生
ま
れ
た
子
ど
も

た
ち
が
著
し
く
多
く
、
二
つ
の
ピ
ー
ク
を
構
成

し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
山
は
、
こ
こ
二
～
三

年
の
傾
向
が
こ
の
ま
ま
続
く
か
ぎ
り
、
一
〇
年

後
の
昭
和
六
十
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
形
と
大

き
く
異
な
り
、
三
〇
～
四
〇
代
の
壮
年
川
及
び

　
最
近
｀
の
横
浜
市
の
動
き
を
、
主
と
し
て
人
口

動
向
と
産
業
構
造
の
面
か
ら
か
ん
た
ん
に
ス
ケ

ッ
チ
し
、
新
し
い
時
代
の
徴
候
を
探
っ
て
み
よ

特
集
・
低
成
長
下
横
浜
の
行
財
政

一

人
口
と
産
業
構
造
の
動
向

人
口
動
向

お
わ
り
に

地
域
主
義
へ
の
指
向

一二
三

四

う
。



図―1転入出超過人口の推移

図―２　年令階級別人口構成

図―3　宅地造成面積と農地転用面積
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　　　表―1横浜市の人口動向

表－3　昼間人口率と市内就業者にしめる流入就業者の割合
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表－1　行政区別人口増加傾向



図―４　産業別市内純生産図― 5　製造業業種別の動向

産業別就業者数

一
〇
代
層
へ
移
行
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
代
の

青
年
層
が
一
つ
の
谷
を
作
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
ま
た
、
六
五
歳
以
上
の
老
齢
人
口
は
、
急

速
に
増
加
し
、
五
十
年
に
は
総
人
口
の
五
パ
ー

製造品出荷額等

セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
六
十
年
に
は
約
二
倍
の
二

二
万
人
、
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。

　
人
口
の
地
域
別
分
布
を
み
る
と
、
宅
地
開
発

図― 6　製造業規模別の構成

が
全
国
一
激
し
く
進
ん
だ
（
図
１
３
）
た
め
、
郊

外
区
に
人
口
急
増
現
象
が
著
し
い
（
表
－
２
）
。

ま
た
、
鶴
見
、
西
、
中
区
で
人
口
減
少
が
始
ま

り
、
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
が
現
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
最
後
に
、
就
業
人
口
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
よ

う
。
表
―
３
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
か
つ
て

の
本
市
の
生
産
都
市
と
し
て
の
性
格
は
、
人
口

急
増
に
よ
り
住
宅
都
市
と
し
て
の
そ
れ
へ
と
い

う
傾
向
が
一
層
強
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
市

内
へ
流
入
す
る
就
業
者
も
、
少
し
づ
っ
で
は
あ

る
が
増
え
つ
っ
あ
り
、
注
目
す
べ
き
傾
向
と
い

え
よ
う
。

　
戦
後
日
本
経
済
は
、
重
化
学
工
業
化
の
推
進

を
基
礎
と
し
て
発
展
し
て
き
た
が
、
高
度
成
長

過
程
に
お
け
る
公
害
等
の
外
部
不
経
済
の
増
大

と
都
市
問
題
の
深
刻
化
に
と
も
た
っ
て
、
大
都

市
に
お
け
る
産
業
立
地
や
産
業
活
動
に
つ
い
て

従
来
と
は
異
っ
た
制
約
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
低
成
長
へ
の
経
済
基
調
の
変
化
も
あ
っ

て
、
本
市
の
産
業
構
造
は
、
新
た
な
対
応
が
せ

ま
ら
れ
て
い
る
。

⑦
産
業
別
構
造

　
コ
ー
リ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
に
代
表
さ
れ
る
産
業

別
分
類
か
ら
本
市
の
産
業
構
造
の
推
移
を
み
る

と
、
市
内
純
生
産
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
を
ピ
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産
業
構
造
の
変
化

ー
ク
に
第
二
次
産
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
減
少
し
て

お
り
、
全
国
に
比
べ
て
本
市
の
落
ち
込
み
は
急

激
で
、
五
十
年
に
は
つ
い
に
四
〇
％
を
下
回
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
三
次
産
業
の
ウ
ェ

イ
ト
は
増
勢
傾
向
に
あ
り
、
五
十
年
に
は
六
〇

％
を
超
え
る
に
至
っ
た
。

　
就
業
者
数
で
も
こ
う
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
、



第
三
次
産
業
が
一
貫
し
て
増
加
し
て
き
た
。
第

一
次
産
業
は
衰
退
が
つ
づ
き
、
純
生
産
で
は
五

十
年
に
〇
・
二
％
ま
で
下
降
し
た
（
図
―
４
）
。

④
工
業
部
門
の
動
向

　
本
市
の
工
業
従
業
者
数
は
四
十
五
年
を
ピ
ー

ク
に
下
降
し
始
め
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

急
激
な
減
少
の
あ
と
漸
減
の
傾
向
に
あ
る
。
ま

た
重
化
学
工
業
と
軽
工
業
の
ウ
ェ
イ
ト
は
、
三

十
五
年
以
来
安
定
的
に
推
移
し
て
お
り
、
約
三

対
一
と
重
化
学
工
業
部
門
の
占
め
る
割
合
が
た

か
い
。
し
か
し
、
雇
用
吸
収
力
は
業
種
に
よ
っ

て
変
化
し
て
き
て
お
り
、
石
油
、
鉄
鋼
等
の
基

礎
資
源
型
へ
の
就
業
割
合
は
、
下
降
し
つ
づ
け

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
電
機
、
輸
送
機
等

の
金
属
加
工
型
が
、
安
定
的
に
た
か
い
ウ
ェ
イ

ト
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
近
年
軽
工
業
部
門
は

比
較
的
変
化
が
少
な
く
、
食
料
品
、
紙
製
品
等

の
地
方
資
源
型
の
ウ
ェ
イ
ト
の
増
加
傾
向
が
み

ら
れ
る
（
図
―
５
）
。
ま
た
、
生
産
額
の
面
で

は
金
属
加
工
型
部
門
の
ウ
ェ
イ
ト
の
減
少
傾
向

が
み
ら
れ
、
基
礎
資
源
型
の
伸
び
が
逆
に
目
立

っ
て
い
る
（
図
―
５
）
。

図―７　商業部門の動向

　
つ
ぎ
に
、
規
模
別
の
構
造
か
ら
み
る
と
大
企

業
（
従
業
者
数
三
〇
〇
人
以
上
）
は
、
事
業
所

数
、
従
業
者
数
と
も
既
に
四
十
年
以
降
減
少
の

傾
向
が
つ
づ
い
て
い
る
。
ま
た
生
産
額
全
休
に

占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
も
四
十
八
年
ま
で
下
降
し
続

け
た
が
、
四
十
九
年
に
上
昇
傾
向
に
転
じ
た
。

　
ま
た
中
企
業
（
二
〇
～
二
九
九
人
）
で
は
、

三
十
五
年
以
降
減
少
が
つ
づ
い
て
い
る
が
、
従

業
者
数
、
生
産
額
の
伸
び
悩
み
の
傾
向
が
一
貫

し
て
い
る
。

　
小
企
業
（
一
～
一
九
人
）
に
つ
い
て
み
る
と

こ
れ
ら
に
比
べ
て
、
事
業
所
数
、
従
業
者
数
、

生
産
額
と
も
高
度
成
長
期
か
ら
現
在
ま
で
伸
び

が
著
し
い
（
図
―
６
）
。

　
こ
の
よ
う
に
小
企
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
年
々
た

か
ま
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
就
業
者
の
伸
び
が

著
し
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
就
業
構
造
に
お
け

る
そ
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
。
小
企
業
の
伸
び

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
業
種
別
に
み
る
と
、
金
属

製
品
、
一
般
機
械
等
の
金
属
加
工
型
部
門
で
の

増
加
が
七
五
％
を
占
め
、
軽
工
業
部
門
が
二
二

％
で
あ
る
が
、
四
十
五
年
以
降
軽
工
業
部
門
の
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表－４　小規模企業の業種別増加割合(1～19人規模従業者数による:

図－8　工業・商業従業者地区別の動向



増
加
が
や
や
た
か
く
な
っ
て
い
る
（
表
１
７
）
。

(
ウ
）
商
業
部
門
の
動
向

　
商
業
部
門
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
産
業
の
ウ

ェ
イ
ト
の
減
少
に
対
し
て
、
商
店
数
、
従
業
者

数
と
も
年
々
確
実
に
伸
び
て
い
る
。
ま
た
業
種

別
の
ウ
ェ
イ
ト
に
つ
い
て
み
る
と
、
最
も
ウ
ェ

イ
ト
の
高
い
小
売
業
は
実
数
に
つ
い
て
伸
び
て

い
る
も
の
の
、
ウ
エ
イ
ト
の
低
下
傾
向
が
著
し

い
。
飲
食
店
は
一
貫
し
て
増
勢
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
四
十
七
年
ま
で
下
降
傾
向
に
あ
っ
た
卸
売

業
は
、
四
十
九
年
に
増
加
傾
向
に
転
じ
た
（
図

―
７
）
。

　
つ
ぎ
に
規
模
別
に
み
る
と
、
い
ず
れ
の
規
模

で
も
漸
増
で
と
く
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
ず

商
店
数
で
大
企
業
（
五
〇
人
以
上
）
一
％
、
中

企
業
（
五
～
四
九
人
）
二
四
％
、
小
企
業
（
一

～
四
人
）
七
五
％
、
従
業
者
数
で
そ
れ
ぞ
れ
お

よ
そ
二
〇
％
、
四
五
％
、
三
五
％
、
販
売
額
で

そ
れ
ぞ
れ
一
四
％
、
五
三
％
、
三
三
％
の
割
合

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
大
規
模
店
に
つ
い
て
は
、
売
場
面
積
一
。

０
０
０
㎡
以
上
の
店
舗
で
、
四
十
五
年
の
七
二

店
舗
か
ら
五
十
一
年
に
一
〇
三
店
舗
に
増
加
し

り
、
五
十
一
年
に
は
二
、
九
六
五
h
a
で
あ
る
。

　
ま
た
臨
海
部
（
鶴
見
、
神
奈
川
、
西
、
中
、

磯
子
、
金
沢
区
）
と
内
陸
部
（
そ
の
他
八
区
）

の
比
重
に
つ
い
て
み
る
と
、
四
十
四
年
当
時
、

埋
立
地
の
造
成
等
に
よ
り
。
臨
海
部
が
就
業
者
、

生
産
額
の
過
半
数
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
の
後

内
陸
部
へ
工
場
立
地
が
進
む
に
つ
れ
、
高
度
成

長
期
末
の
四
十
七
年
に
は
、
生
産
額
で
は
臨
海

部
が
相
変
ら
ず
優
位
で
あ
る
が
、
事
業
所
数
、

従
業
者
数
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
均
衡
を
保
つ
に

い
た
っ
て
い
る
（
図
―
８
）
。

　
ま
た
商
業
に
つ
い
て
は
、
四
十
三
年
当
時
、

臨
海
部
が
圧
倒
的
優
位
（
商
店
数
で
六
一
％
、

従
業
者
数
で
七
二
％
、
販
売
高
八
一
％
）
で
あ

っ
た
が
、
内
陸
部
の
開
発
に
と
も
な
い
、
そ
の

ウ
ェ
イ
ト
の
低
下
が
見
ら
れ
、
五
十
一
年
で
は

商
店
数
五
四
％
、
従
業
者
数
六
二
％
、
販
売
高

七
二
％
ま
で
下
が
っ
て
き
て
い
る
（
図
―
８
）
。

こ
れ
は
郊
外
部
へ
の
大
型
店
の
進
出
等
の
影
響

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

地
域
経
済
の
確
立
に
向
け
て

て
い
る
。

(
エ
）
産
業
の
地
域
分
布

　
本
市
の
工
業
立
地
は
、
高
度
成
長
過
程
で
大

幅
な
伸
び
を
示
し
、
地
目
別
土
地
利
用
か
ら
み

る
と
、
工
業
地
は
三
十
五
年
に
八
七
四
h
a
で
あ

っ
た
が
、
四
十
五
年
に
二
、
五
四
七
h
a
（
三
倍

弱
）
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
漸
増
の
傾
向
に
あ

　
高
度
成
長
は
、
た
し
か
に
市
民
の
雇
用
機
会

の
確
保
や
市
民
所
得
の
増
大
に
貢
献
し
た
が
、

他
方
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
市
民
生
活
の
圧
迫
や
所

得
分
配
の
不
平
等
々
を
も
た
ら
し
、
ま
た
Ｇ
Ｎ

Ｐ
の
計
算
に
の
ら
な
い
環
境
破
壊
等
の
都
市
問

題
も
発
生
さ
せ
た
。
同
時
に
東
京
へ
の
人
口
・

産
業
の
集
中
に
と
も
な
う
首
都
圏
の
形
成
拡
大

を
も
た
ら
し
、
横
浜
の
東
京
依
存
的
性
格
を
強

め
た
過
程
と
も
い
え
る
。
低
成
長
期
に
入
っ
た

今
日
、
高
度
成
長
の
残
し
た
ヒ
ズ
ミ
を
解
消
し

偏
よ
っ
た
東
京
依
存
的
都
市
体
質
か
ら
脱
却
し

主
体
性
を
も
っ
た
都
市
へ
の
展
望
と
対
応
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
横
浜
の
経
済
的
主
体
性
の
確

保
が
必
須
の
条
件
で
あ
り
、
新
し
い
地
域
経
済

の
確
立
が
強
く
指
向
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
先
に
発
表
さ
れ
た
『
横
浜
市
新
五
か
年
指

標
』
に
お
い
て
も
、
新
ら
た
に
「
地
域
経
済
」

の
節
が
設
け
ら
れ
、
「
国
民
経
済
や
首
都
圏
経

済
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
横
浜
の
地
域
経
済
に

対
し
て
、
本
市
産
業
の
積
極
的
な
役
割
を
ふ
ま

え
た
う
え
で
、
都
市
産
業
政
策
を
多
面
的
に
展

開
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
経
済
の
確
立

を
指
向
す
る
都
市
産
業
政
策
の
基
本
的
な
方
向

と
は
、
ど
ん
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
わ
れ
わ
れ
の
考
え
で
は
。
次
の
四
点
を
指

摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

①
国
民
経
済
、
広
域
首
都
圏
経
済
、
市
内
経
済

と
い
う
電
層
的
な
構
造
を
も
つ
横
浜
の
地
域
経

済
が
総
合
的
か
つ
均
衡
的
に
発
展
し
て
い
く
こ

②
生
産
・
流
通
（
港
湾
活
動
を
含
む
）
並
び
に

消
費
と
い
う
三
つ
の
経
済
活
動
が
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
発
展
を
し
て
い
く
こ
と
。

③
市
内
の
経
済
活
動
に
対
す
る
誘
動
目
標
が
、

市
民
の
雇
用
安
定
に
消
費
者
利
益
の
擁
護
に
基

本
を
お
く
も
の
で
あ
る
こ
と
。

④
企
業
活
動
と
市
民
生
活
の
調
和
を
図
り
、
社

会
資
本
の
整
備
等
に
よ
る
外
部
経
済
の
付
与
と

公
害
等
の
外
部
不
経
済
の
除
去
を
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と
。

　
と
こ
ろ
で
、
地
域
経
済
諭
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と

い
っ
て
も
、
そ
の
対
象
分
野
は
消
費
者
問
題
、

交
通
経
済
、
港
湾
経
済
、
再
開
発
、
財
政
。
さ

ら
に
は
、
福
祉
や
文
化
等
の
問
題
に
ま
で
広
が

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
分
析
方
法
も
種
々
考

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、

わ
れ
わ
れ
の
問
題
関
心
か
ら
当
面
の
課
題
を
次

の
三
点
に
し
ぼ
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
有
効
需
要
喚
起
に
よ
る
完
全
雇
用
の
達
成
と

い
う
ケ
イ
ン
ズ
流
の
経
済
政
策
は
、
高
度
成
長

期
に
お
い
て
最
大
限
に
そ
の
有
効
性
を
発
揮
し

た
と
い
え
る
が
、
他
方
に
お
い
て
「
本
質
的
に

は
、
わ
ず
か
な
休
息
に
望
み
の
す
べ
て
が
あ
る

よ
う
な
自
暴
自
棄
の
政
策
」
（
ハ
イ
エ
ク
）
と

批
判
さ
れ
た
よ
う
に
、
き
わ
め
て
短
期
的
な
繁

栄
を
生
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
恒
常
的
な

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で

そ
の
政
策
的
限
界
が
国
政
レ
ベ
ル
に
お
い
て
顕

在
化
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
雇
用
の
問
題
は
、
国
民
経
済
の
最
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
が
、
同
時
に
地
方
レ
ベ
ル
に
お
い

て
も
市
民
福
祉
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
。
低
成

長
経
済
や
高
齢
化
社
会
へ
の
突
入
と
い
っ
た
、
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三

市
民
の
雇
用
安
定



雇
用
不
安
を
助
長
す
る
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
て
、
自
治
体
サ
イ
ド
の
地
域
的
実
情
に
応

じ
た
政
策
設
定
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。

　
本
市
と
し
て
は
、
雇
用
を
支
え
る
産
業
構
造

の
基
盤
強
化
を
通
じ
て
雇
用
重
視
の
構
造
転
換

を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
図
―
４
に
み
る
よ
う

な
就
業
構
造
の
推
移
を
考
慮
し
つ
つ
、
具
体
的

に
は
、
た
と
え
ば
第
三
次
産
業
に
お
け
る
卸
・

小
売
業
、
工
業
に
お
け
る
労
働
集
約
型
産
業
、

雇
用
吸
引
力
の
強
い
高
加
工
型
産
業
（
図
―

９
、
表
―
５
）
等
へ
の
育
成
・
誘
導
や
未
組
織

表－５　市内製造業主要業種雇用吸収力（昭和50年就業係数）

労
働
者
や
高
齢
煮
雇
用
を
支
え
る
中
小
企
業
の

再
評
価
等
を
構
造
政
策
と
立
地
政
策
を
一
体
化

し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で

も
金
沢
地
先
埋
立
地
の
工
業
用
地
等
の
形
成
や

京
浜
工
業
地
帯
の
再
編
は
重
要
な
意
義
を
も
つ

で
あ
ろ
う
。

　
高
度
成
長
過
程
に
お
け
る
東
京
へ
の
政
治
、

経
済
、
文
化
等
の
中
枢
管
理
機
能
の
全
国
的
な

集
中
は
、
か
っ
て
の
開
港
以
来
の
横
浜
と
東
京

と
の
相
互
依
存
的
な
関
係
を
大
き
く
変
え
、
東

図―９　製造業における生産と雇用の関係

京
へ
の
一
方
的
な
依
存
性
を
強
め
た
と
い
え
よ

う
。
ま
た
、
首
都
圏
の
形
成
に
よ
り
、
横
浜
が

完
全
に
東
京
と
同
一
の
広
域
経
済
圏
に
組
み
こ

ま
れ
、
広
域
的
競
争
が
は
げ
し
く
な
っ
た
こ
と

は
、
地
域
経
済
の
大
き
な
変
容
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
東
京
へ
の
傾
斜
は
、
経
済

面
の
み
な
ら
ず
、
文
化
的
側
面
や
市
民
意
識
に

お
い
て
も
著
し
く
み
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
首
都
圏
形
成
が
進
ん
だ
現
在
、
東

京
と
の
新
し
い
相
互
依
存
関
係
の
確
立
と
主
体

的
な
都
市
づ
く
り
が
、
と
く
に
要
請
さ
れ
る
。

こ
の
意
味
で
、
従
来
よ
り
進
め
ら
れ
て
き
た
本

市
の
六
大
事
業
等
の
都
市
の
骨
格
づ
く
り
は
引

き
続
き
強
力
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
同
時
に
地
域
経
済
的
視
点
か
ら
も
対
応
が

は
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

(
ア
)
首
都
圏
の
一
極
的
構
造
か
ら
多
極
的
構
造
へ

　
東
京
へ
の
一
極
集
中
が
、
極
度
に
進
ん
だ
た

め
、
そ
の
弊
害
や
矛
盾
が
顕
在
化
し
て
お
り
、

そ
の
対
応
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和

四
十
六
年
『
広
場
と
青
空
の
東
京
構
想
』
に
お

い
て
一
点
集
中
か
ら
二
極
構
造
へ
の
転
換
を
図

る
と
い
う
東
京
都
の
基
本
的
方
向
性
が
示
さ
れ

た
。
し
か
し
な
が
ら
当
構
想
は
、
産
業
の
中
核

を
形
成
す
る
現
在
の
都
心
と
立
川
・
八
王
子
地

区
に
形
成
さ
れ
る
多
摩
連
環
都
市
と
い
う
新
し

い
極
か
ら
な
る
都
内
に
お
け
る
二
極
構
造
構
想

で
あ
っ
た
。

　
ま
た
本
市
で
は
、
す
で
に
昭
和
四
十
八
年
に

　
『
横
浜
市
基
本
構
想
』
を
発
表
し
、
五
つ
の
都

市
像
の
中
で
「
広
域
大
都
市
圏
の
中
の
中
核
都

市
」
構
想
を
打
ち
だ
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
う
け
て
、
昭
和
五
十
一
年
に
な
っ

て
首
都
圏
基
本
計
画
の
中
で
、
″
広
域
多
核
都

市
複
合
体
構
想
″
が
打
ち
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
は

　
「
東
京
都
心
へ
の
一
極
依
存
形
態
を
逐
次
是
正

し
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
」
も
の
で

あ
っ
て
「
地
域
の
中
心
性
を
有
す
る
核
都
市
の

育
成
に
努
め
、
東
京
大
都
市
地
域
を
こ
れ
ら
の

核
都
市
等
か
ら
成
る
多
極
構
造
の
広
域
都
市
複

合
体
と
し
て
形
成
す
る
」
構
想
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
核
都
市
と
し
て
は
、
横
浜
・
川
崎
・
立
川

首
都
圏
経
済
の
進
展
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・
千
葉
等
の
主
要
都
市
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
イ
)
首
都
圏
の
中
核
都
市
へ

　
『
横
浜
市
基
本
構
想
』
で
発
表
さ
れ
た
″
広

域
大
都
市
圏
の
中
の
中
核
都
市
″
の
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
『
総
合
計
画
』
の
中

で
「
横
浜
を
広
域
大
都
市
圏
の
ひ
と
つ
の
中
核

都
市
と
し
て
再
編
し
、
東
京
と
の
機
能
分
担
を

通
し
て
、
可
能
な
限
り
市
民
の
職
場
と
消
費
の

場
を
市
内
に
確
保
す
る
」
ま
た
「
住
・
商
・
工

・
港
の
諸
機
能
の
均
衡
の
と
れ
た
発
展
と
、
全

市
を
一
体
的
に
結
ぶ
幹
線
道
路
網
の
整
備
に
よ

っ
て
、
都
市
の
体
質
を
強
化
し
、
横
浜
を
広
域

大
都
市
圏
の
中
核
都
市
と
し
て
発
展
さ
せ
る
」

と
長
期
目
標
を
掲
げ
、
具
体
化
へ
の
一
歩
を
踏

み
だ
し
た
。
そ
し
て
、
モ
の
た
め
の
戦
略
的
事

業
と
し
て
、
都
心
部
強
化
事
業
、
金
沢
地
先
埋

立
事
業
等
の
六
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
が
実
施

さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
改
め
て
い

う
ま
で
も
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
考
え
で
は
、
首
都

圏
が
広
域
に
わ
た
る
経
済
圏
で
あ
る
と
と
も
に

同
一
の
競
争
市
場
圏
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を

ま
ず
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
本
市
の

場
合
、
東
京
と
の
競
争
関
係
は
き
わ
め
て
重
要

で
あ
り
、
ど
の
分
野
で
ど
の
程
度
の
優
位
性
、

競
争
性
が
成
立
し
う
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
経

済
的
主
体
性
を
も
っ
た
中
核
都
市
形
成
に
あ
た

っ
て
、
重
大
な
決
め
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
民
間
投
資
の
適
正
な
誘
導

が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

と
く
に
、
民
間
投
資
と
公
共
投
資
の
一
体
的
な

集
中
の
も
つ
効
果
は
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
、

東
京
と
比
較
し
て
経
済
基
盤
の
弱
体
な
横
浜
に

と
っ
て
、
強
く
意
識
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
中
核
都
市
機
能
を
果

す
も
の
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
当
面
次
の
三
点

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

(
一
)
、
京
浜
工
業
地
帯
の
蓄
積
さ
れ
た
高
度
な
技

術
を
い
か
し
た
高
加
工
型
の
産
業
と
大
消
費
市

場
を
バ
ッ
ク
に
も
つ
地
域
資
源
の
産
業
を
両

軸
と
す
る
工
業
基
盤
の
強
化
。

(
二
)
、
横
浜
港
や
京
浜
工
業
地
帯
と
密
接
な
関
連

を
も
つ
生
産
財
の
卸
流
通
拠
点
の
整
備
。

(
三
)
、
神
奈
川
県
人
口
六
六
〇
万
人
と
い
う
大
消

費
地
の
生
活
物
資
流
通
（
都
心
部
等
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
や
卸
流
通
）
の
拠
点
整
備
。

　
こ
れ
ま
で
、
中
小
企
業
の
問
題
は
大
企
業
と

の
生
産
性
格
差
、
賃
金
格
差
、
下
請
問
題
な
ど

二
重
構
造
諭
的
立
場
か
ら
扱
わ
れ
て
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
低
成
長
期
を
迎
え
た
現
在
、
新

し
い
視
点
に
た
っ
て
検
討
が
加
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
、
大
都
市

に
お
け
る
大
規
模
企
業
の
経
済
活
動
が
、
立
地

難
や
公
害
防
止
等
の
都
市
的
諸
制
約
条
件
に
よ

り
鈍
化
を
た
ど
る
こ
と
が
長
期
的
な
傾
向
と
い

わ
れ
て
い
る
現
在
、
こ
れ
ま
で
の
大
企
業
の
役

割
を
補
完
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
代
替
す
る
積

極
的
役
割
が
今
後
中
小
企
業
に
課
さ
れ
て
く
る

で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
中
小
企
業

の
新
し
い
役
割
と
し
て
、
次
の
三
点
を
提
起
し

た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
は
、
市
民
へ
の
雇
用
機
会
の
提

供
で
あ
る
。
図
―
６
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大

企
業
に
比
較
し
て
四
〇
年
代
か
ら
中
小
企
業
の

雇
用
ウ
ェ
イ
ト
が
徐
々
に
高
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
と
く
に
小
企
業
の
ウ
ェ
イ
ト
の
増
勢
傾
向

　
（
表
―
４
）
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ま
す
ま
す
こ

の
傾
向
は
今
後
強
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
中
小
企
業
の
雇
用
能
力
の
増
大
傾

向
は
、
必
ず
し
も
楽
観
視
で
き
な
く
、
中
小
企

業
の
基
本
的
な
問
題
点
を
改
善
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
要
請
に
対
す
る
適
切
な
対
応
措
置
が

と
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
第
二
に
は
、
消
費
者
利
益
へ
の
貢
献
の
問
題

で
あ
る
。
市
民
へ
の
物
資
供
給
に
対
す
る
中
小

企
業
の
役
割
は
大
き
い
が
、
わ
れ
わ
れ
が
注
目

し
た
い
の
は
価
格
形
成
の
問
題
で
あ
る
。
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
進
出
で
、
こ
れ
ま
で
の

中
小
企
業
間
の
競
争
か
ら
、
激
し
い
地
域
内
競

争
へ
と
展
開
し
、
中
小
企
業
保
護
の
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
保
護
の
視
点
は
重
要
で
あ
る
が
、
単
な
る
保

護
対
策
だ
け
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
地
域
競
争

パ
ー
の
地
域
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
地
位
が
強
く
な
っ
て
い
る
今
日
、
適
正

な
価
格
形
成
を
保
持
し
て
い
く
た
め
に
、
一
方

の
競
争
者
と
し
て
め
中
小
企
業
の
競
争
力
の
強

化
が
急
務
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
中
小
企
業
の

共
同
仕
入
を
中
心
と
す
る
共
同
化
や
共
同
経
営

な
ど
の
推
進
は
、
以
前
に
も
ま
し
て
推
進
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
は
、
都
市
型
産
業
と
し
て
の
中
小
企

業
の
も
つ
適
応
力
が
あ
げ
ら
れ
る
。
大
企
業
活

動
は
、
既
に
都
市
と
の
調
和
や
、
地
球
的
規
模

で
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
と
の
限
界
か
ら
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
っ
た
厳
し
い
環
境
が
予
想
さ

れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
市
内
中
小
企
業
も
大
企
業

と
の
関
連
が
強
い
だ
け
に
、
そ
の
影
響
も
強
い

が
、
規
模
が
小
さ
い
た
め
に
、
経
済
転
換
な
ど

の
適
応
性
は
十
分
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に

こ
れ
ま
で
の
京
浜
工
業
地
帯
の
発
展
過
程
で
蓄

積
し
た
中
小
企
業
の
高
度
な
技
術
水
準
は
、
都

市
工
業
の
中
心
的
役
割
を
果
し
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。

大
企
業
の
役
割
と
あ
わ
せ
て
、
中
小
企
業
の

地
域
性
を
生
か
し
た
発
展
を
促
進
さ
せ
て
い
く

ご
と
こ
そ
、
地
域
経
済
の
確
立
に
と
っ
て
不
可

欠
の
要
素
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

の
本
質
的
要
素
を
十
分
把
握
し
て
い
る
と
は
思

え
な
い
。
長
期
的
な
消
費
者
利
益
の
視
点
に
た

っ
て
、
積
極
的
な
中
小
企
業
育
成
策
が
講
じ
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
、
大
手
ス
ー

お
わ
り
に
―
「
地
域
主
義
」

へ
の
指
向

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
人
口
の
激
動
期
が
終
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り
、
安
定
化
に
向
い
つ
つ
あ
る
傾
向
を
分
析
す

る
と
と
も
に
、
市
内
の
産
業
構
造
の
動
向
を
検

討
し
、
本
市
を
首
都
圏
の
中
の
中
核
都
市
と
し

て
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
都
市
産
業
政
策
の
展

開
の
必
要
性
を
、
地
域
経
済
の
確
立
と
い
う
視

点
か
ら
論
じ
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
「
地
域
主
義
」
に
つ
い
て

の
論
議
が
各
方
面
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
地
域
主
義
」
は
、
必
ず
し
も
明
確
な
内

容
を
も
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
論
者
の

一
人
に
よ
れ
ば
、
「
一
定
の
地
域
住
民
が
、
そ

の
風
土
的
個
性
を
背
景
に
そ
の
地
域
の
共
同
体

に
対
し
て
一
体
感
を
も
ち
、
地
域
の
行
政
的
、

経
済
的
自
立
性
と
文
化
的
独
立
性
と
を
追
求
す

る
こ
と
」
（
玉
野
井
芳
郎
『
地
域
分
権
の
思
想
』
)

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
明
治
以
来
、
近
代
化
・
工
業
化
の
道
を
激
し

い
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
き
た
わ
が
国
も
、
よ
う

や
く
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
環
境
問
題
、
人

口
の
都
市
集
中
に
よ
る
過
密
過
疎
問
題
等
が
厳

し
く
問
わ
れ
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
こ
と
は
、

こ
こ
に
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
と
く
に
、
こ
れ
ま
で
の
中
央
集
権
的
な
政
治

的
経
済
的
文
化
的
な
東
京
へ
の
一
点
集
中
型
の

進
展
に
対
し
、
「
地
域
主
義
」
は
、
方
向
転
地

を
迫
り
、
個
性
的
な
地
域
空
間
を
下
か
ら
つ
み

上
げ
て
い
こ
う
と
す
る
主
張
だ
と
も
い
え
よ

　
横
浜
港
や
京
浜
工
業
地
帯
は
、
近
代
日
本
を

つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
、
国
家
的
事
業
と
し
て

自
然
的
な
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
東
京
湾
に
設

置
さ
れ
、
横
浜
も
そ
の
近
代
日
本
の
先
端
の
一

つ
を
走
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
昭

和
三
十
年
代
以
降
の
経
済
の
高
度
成
長
期
に
は

首
都
圏
と
い
う
広
域
経
済
圏
に
つ
つ
み
こ
ま
れ

て
し
ま
う
と
と
も
に
、
都
市
問
題
の
様
々
な
矛

盾
に
た
た
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
・
こ
の
よ
う
な
と
き
に
当
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

横
浜
を
展
望
す
る
場
合
、
「
地
域
主
義
」
的
発

想
は
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
た
と
え
ば
、
大
規
模
な
装
置
型
産
業
や
技
術

に
対
抗
す
る
「
中
間
技
術
」
論
（
Ｅ
・
Ｆ
・
シ

ュ
マ
ッ
ハ
ー
）
、
農
業
見
直
し
論
。
「
風
土
論
」

等
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
や
が
て
三
〇
〇
万
人
に
達
す
る
と

い
わ
れ
る
大
都
市
横
浜
は
、
地
方
都
市
と
は
異

な
る
特
有
の
問
題
を
も
つ
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
こ
の
小
論
で
は
、
地
域
経
済
を
「
国

民
経
済
。
広
域
首
都
圏
経
済
、
市
内
経
済
と
い

う
重
層
的
構
造
を
も
つ
」
と
い
う
認
識
に
立
っ

て
、
経
済
的
に
主
体
性
を
も
っ
た
都
市
づ
く
り

を
ど
う
進
め
る
か
を
論
じ
て
き
た
。

　
新
し
い
時
代
を
迎
え
た
横
浜
の
将
来
へ
向
っ

て
の
あ
り
方
を
論
ず
る
た
め
の
捨
石
に
な
れ
ば

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。
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